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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シス含量が９０質量％以上のブタジエンゴムをゴム成分中の１０質量％以上含有するゴム
成分ならびにヒドロキシステアリン酸の金属塩を含有するゴム組成物であって、
前記金属塩が、亜鉛塩、マグネシウム塩、カルシウム塩、またはナトリウム塩であるゴム
組成物。
【請求項２】
前記金属塩がマグネシウム塩である請求項１記載のゴム組成物。
【請求項３】
さらにシリカを含有する請求項１または２記載のゴム組成物。
【請求項４】
さらにステアリン酸を含有する請求項１～３のいずれか１項に記載のゴム組成物。
【請求項５】
さらにヒドロキシステアリン酸を含有する請求項１～４のいずれか１項記載のゴム組成物
。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか１項に記載のゴム組成物で構成されるタイヤ部材。
【請求項７】
請求項６記載のタイヤ部材を備えるタイヤ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明はゴム組成物、当該ゴム組成物で構成されるタイヤ部材、および当該タイヤ部材
を備えるタイヤに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、タイヤには耐摩耗性向上への要求が大きくなっている。従来、タイヤの耐摩耗性
を向上させるための手段としては、ゴム成分としてハイシスブタジエンゴム（ハイシスＢ
Ｒ）を含有するゴム組成物により構成されたトレッドなどのタイヤ部材を備えたタイヤと
することが知られている。しかし、ハイシスＢＲを含有すると、加工性が低下し、フィラ
ーの分散が悪くなり、転がり抵抗特性（低燃費性）が悪化するという問題がある。
【０００３】
　また、タイヤを構成するゴム組成物には、ゴム成分との相互作用が容易に得られ、補強
効果に優れたカーボンブラックが充填剤として使用されてきたが、近年、低燃費化、環境
保護の観点から、シリカなどの白色充填剤がカーボンブラックに代わって使用されるよう
になっている。
【０００４】
　しかし、シリカなどの白色充填剤は、カーボンブラックに比べて、タイヤに汎用されて
いる天然ゴム、ブタジエンゴム、スチレンブタジエンゴムなどとの親和性が低く、耐摩耗
性や力学強度（引張強度や破断伸び）の点で劣ることが多い。
【０００５】
　この点を解決する方法として、ゴム成分およびシリカなどの白色充填剤に対して反応性
を有するシランカップリング剤を配合することが提案されているが、白色充填剤との反応
を十分に進行させることが難しく、未反応の白色充填剤が分散不良のまま残存し、所望の
性能が発揮されないという問題がある。
【０００６】
　ここで、白色充填剤の分散性を向上させるには、ゴム成分の加工性が重要な課題となっ
ている。加工性の改良方法として、ステアリン酸を含有することが一般的に用いられてい
るが（非特許文献１参照）、ハイシスＢＲのようなフィラー分散性に劣るゴム成分に対す
る改良効果は小さく、シリカなどの白色充填剤を含有する場合であっても、耐摩耗性、加
工性および低燃費性をバランス良く改善できるゴム組成物は得られていない。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】大貫　毅、日本ゴム協会誌、２００９年、第８２巻、第２号、「ゴム配
合と加工助剤」、Ｐ５０～５５
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、前記課題を解決し、耐摩耗性、加工性および低燃費性をバランス良く向上さ
せることができるゴム組成物、当該ゴム組成物で構成されるタイヤ部材、および当該タイ
ヤ部材を備えるタイヤを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、シス含量が９０質量％以上のブタジエンゴムを含有するゴム成分ならびにヒ
ドロキシステアリン酸および／またはその誘導体を含有するゴム組成物に関する。
【００１０】
　前記ヒドロキシステアリン酸の誘導体がヒドロキシステアリン酸マグネシウム塩である
ことが好ましい。
【００１１】
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　前記ゴム組成物は、さらにシリカを含有することが好ましい。
【００１２】
　本発明は、前記ゴム組成物で構成されるタイヤ部材に関する。
【００１３】
　また、本発明は、前記タイヤ部材を備えるタイヤに関する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、所定のブタジエンゴムを含有するゴム成分、ならびにヒドロキシステ
アリン酸および／またはその誘導体を含有することで、耐摩耗性、加工性および低燃費性
をバランス良く向上させることができるゴム組成物、当該ゴム組成物で構成されるタイヤ
部材および当該タイヤ部材を備えるタイヤを提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明のゴム組成物は、シス含量が９０質量％以上のブタジエンゴムを含有するゴム成
分、ならびにヒドロキシステアリン酸および／またはその誘導体を含有することを特徴と
する。
【００１６】
　前記ハイシスＢＲのシス含量は９０質量％以上であり、耐摩耗性が向上するという点か
ら、９５質量％以上が好ましく、９７質量％以上がより好ましく、９８質量％以上がさら
に好ましい。
【００１７】
　ハイシスＢＲのムーニー粘度（ＭＬ1+4（１００℃））は１０以上が好ましく、３０以
上がより好ましい。ムーニー粘度が１０未満の場合は、フィラーの分散性が低下する傾向
がある。また、ムーニー粘度は１２０以下が好ましく、８０以下がより好ましい。ムーニ
ー粘度が１２０を超える場合は、押し出し加工時にゴム焼け（変色）が発生するおそれが
ある。なお、本明細書におけるハイシスＢＲのムーニー粘度は、ＩＳＯ２８９、ＪＩＳ　
Ｋ６３００に準じて測定される。
【００１８】
　ハイシスＢＲの分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）は１．５以上が好ましく、２．０以上がより
好ましい。Ｍｗ／Ｍｎが１．５未満の場合は、加工性が悪化するおそれがある。また、Ｂ
ＲのＭｗ／Ｍｎは５．０以下が好ましく、４．０以下がより好ましい。Ｍｗ／Ｍｎが５．
０を超える場合は、耐摩耗性が悪化する傾向がある。なお、本明細書におけるハイシスＢ
ＲのＭｎおよびＭｗは、ＧＰＣを用いて測定し、標準ポリスチレンにより換算される。
【００１９】
　ゴム成分中のハイシスＢＲの含有量は、必要な耐摩耗性能を発揮させる観点から１０質
量％以上が好ましく、１５質量％以上がより好ましく、２０質量％以上がさらに好ましい
。また、ハイシスＢＲの含有量は、加工性の観点から９０質量％以下が好ましく、７０質
量％以下がより好ましく、６０質量％以下がさらに好ましい。
【００２０】
　前記ゴム成分としては前記ハイシスＢＲ以外にも、天然ゴム（ＮＲ）、エポキシ化天然
ゴム（ＥＮＲ）、イソプレンゴム（ＩＲ）、ハイシスＢＲ以外のブタジエンゴム（ＢＲ）
、スチレンブタジエンゴム（ＳＢＲ）、スチレンイソプレンブタジエンゴム（ＳＩＢＲ）
、クロロプレンゴム（ＣＲ）、アクリロニトリルブタジエンゴム（ＮＢＲ）、エチレンプ
ロピレンジエンゴム（ＥＰＤＭ）、ブチルゴム（ＩＩＲ）、ハロゲン化ブチルゴム（Ｘ－
ＩＩＲ）などが挙げられる。これらのゴム成分は、単独で用いてもよく、２種以上を併用
してもよい。なかでも、タイヤの各部材において必要な性能を容易に確保できるという理
由から、ＮＲ、ＥＮＲ、前記ハイシスＢＲ以外のＢＲ、ＳＢＲなどのジエン系ゴムが好ま
しい。さらに、加工性およびグリップ性が向上するという理由からＳＢＲがより好ましい
。
【００２１】
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　前記ハイシスＢＲ以外のゴム成分は、ゴムの主鎖および／または末端が変性剤により変
性されたものでもよく、また一部が多官能型、例えば四塩化スズ、四塩化珪素のような変
性剤を用いることにより分岐構造を有しているものでも良い。また、前記ハイシスＢＲ以
外のゴム成分およびその配合量は、適用部材などに応じて適宜選択すれば良い。
【００２２】
　前記ＳＢＲとしては特に限定はなく、溶液重合ＳＢＲ（Ｓ－ＳＢＲ）、乳化重合ＳＢＲ
（Ｅ－ＳＢＲ）、これらの変性ＳＢＲ（変性Ｓ－ＳＢＲ、変性Ｅ－ＳＢＲ）などが挙げら
れる。変性ＳＢＲとしては、末端および／または主鎖が変性されたＳＢＲ、スズ、ケイ素
化合物などでカップリングされた変性ＳＢＲ（縮合物、分岐構造を有するものなど）など
が挙げられる。
【００２３】
　ＳＢＲのスチレン含量は５質量％以上が好ましく、１０質量％以上がより好ましく、２
０質量％以上がさらに好ましい。ＳＢＲのスチレン含量が５質量％未満の場合は、充分な
グリップ性能やゴム強度が得られないおそれがある。また、該スチレン含量は６０質量％
以下が好ましく、５０質量％以下がより好ましく、３０質量％以下がさらに好ましい。Ｓ
ＢＲのスチレン含量が６０質量％を超える場合は、優れた低燃費性が得られないおそれが
ある。なお、本明細書におけるＳＢＲのスチレン含量は、Ｈ1－ＮＭＲ測定により算出さ
れる。
【００２４】
　ＳＢＲのビニル含量は１０質量％以上が好ましく、１５質量％以上がより好ましく、２
０質量％以上がさらに好ましい。ＳＢＲのビニル含量が１０質量％未満の場合は、十分な
グリップ性能やゴム強度が得られないおそれがある。また、該ビニル含量は６５質量％以
下が好ましく、６０質量％以下がより好ましく、３０質量％以下がさらに好ましい。ＳＢ
Ｒのビニル含量が６５質量％を超える場合は、優れた低燃費性が得られないおそれがある
。なお、本明細書におけるＳＢＲのビニル含量とはブタジエン部のビニル量のことを示し
、Ｈ1－ＮＭＲ測定により算出される。
【００２５】
　シリカなどの白色充填剤を含有するゴム組成物は、一般に充填剤の分散性が低く、所望
の性能を得ることが難しい。しかしながら、本発明によればヒドロキシステアリン酸およ
び／またはその金属塩を含有することにより、シリカなどとゴム成分との相互作用が高ま
り、白色充填剤の分散性が向上し、低燃費性および耐摩耗性を両立できるとともに、良好
な加工性も得られ、これらの性能バランスを相乗的に改善できる。
【００２６】
　前記ヒドロキシステアリン酸および／またはその誘導体としては、ジヒドロキシステア
リン酸および／またはその誘導体であることがシリカの分散性がより促進されるという理
由から好ましく、１，２－置換体がより好ましい。誘導体としては、エステル、アミド、
金属塩がシリカの分散性がより促進されるという理由から好ましく、金属塩がより好まし
い。また、金属塩の中でも亜鉛塩、マグネシウム塩、アルミニウム塩、カルシウム塩、ナ
トリウム塩がさらに好ましく、亜鉛塩、マグネシウム塩、アルミニウム塩が特に好ましく
、マグネシウム塩が最も好ましい。
【００２７】
　ヒドロキシステアリン酸および／またはその誘導体のゴム成分１００質量部に対する含
有量は、０．５～２０質量部が好ましく、０．５～１０質量部がより好ましい。含有量が
０．５質量部未満の場合は、ヒドロキシステアリン酸および／またはその誘導体の含有に
よる効果が発揮されない傾向がある。また、含有量が２０質量部を超える場合は、粘度低
下により加工性が悪化する傾向がある。
【００２８】
　本発明のゴム組成物は、タイヤの低燃費性を向上させるという理由から、白色充填剤と
してシリカを含有することが好ましい。シリカとしては、特に限定はなく、湿式法または
乾式法により調製されたものを用いることができる。
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【００２９】
　シリカのＢＥＴ法によるチッ素吸着比表面積（Ｎ2ＳＡ）は、５０ｍ2／ｇ以上が好まし
く、１００ｍ2／ｇ以上がより好ましい。Ｎ2ＳＡが５０ｍ2／ｇ未満の場合は、ゴム強度
が低下する傾向がある。また、シリカのＮ2ＳＡは２５０ｍ2／ｇ以下が好ましく、２１０
ｍ2／ｇ以下がより好ましい。Ｎ2ＳＡが２５０ｍ2／ｇを超える場合は、加工性が悪化す
る傾向がある。なお、シリカのＮ2ＳＡは、ＡＳＴＭ　Ｄ３０３７－８１に準拠した方法
により測定することができる。
【００３０】
　シリカを含有する場合のゴム成分１００質量部に対する含有量は、良好な低燃費性が得
られるとともに、補強効果が得られるという理由から、５質量部以上が好ましく、１０質
量部以上がより好ましい。また、低燃費性および加工性の担保という理由から２００質量
部以下が好ましく、１８０質量部以下がより好ましく、１５０質量部以下がさらに好まし
い。
【００３１】
　シリカ以外の白色充填剤としては特に限定されず、炭酸カルシウム、水酸化アルミニウ
ム、クレー、マイカ、アルミナ、タルクなどが挙げられ、これらは必要に応じて適宜含有
することができる。
【００３２】
　本発明のゴム組成物がシリカを含有する場合、さらにシランカップリング剤を含有する
ことが好ましい。シランカップリング剤を含有する場合のシリカ１００質量部に対する含
有量は、０．５質量部以上が好ましく、１．５質量部以上がより好ましく、２．５質量部
以上がさらに好ましい。含有量が０．５質量部未満の場合は、シリカを良好に分散させる
ことが難しくなるおそれがある。また、該含有量は２０質量部以下が好ましく、１５質量
部以下がより好ましく、１０質量部以下がさらに好ましい。含有量が２０質量部を超える
場合は、シリカの分散効果が向上し難く、コストが不必要に増大する傾向や、スコーチタ
イムが短くなり、混練りや押し出しでの加工性が悪化する傾向がある。
【００３３】
　シランカップリング剤としては、従来からシリカと併用されている任意のシランカップ
リング剤を用いることができ、例えば、ビス（３－トリエトキシシリルプロピル）テトラ
スルフィド、ビス（２－トリエトキシシリルエチル）テトラスルフィド、ビス（４－トリ
エトキシシリルブチル）テトラスルフィド、ビス（３－トリメトキシシリルプロピル）テ
トラスルフィド、ビス（２－トリメトキシシリルエチル）テトラスルフィド、ビス（４－
トリメトキシシリルブチル）テトラスルフィド、ビス（３－トリエトキシシリルプロピル
）トリスルフィド、ビス（２－トリエトキシシリルエチル）トリスルフィド、ビス（４－
トリエトキシシリルブチル）トリスルフィド、ビス（３－トリメトキシシリルプロピル）
トリスルフィド、ビス（２－トリメトキシシリルエチル）トリスルフィド、ビス（４－ト
リメトキシシリルブチル）トリスルフィド、ビス（３－トリエトキシシリルプロピル）ジ
スルフィド、ビス（２－トリエトキシシリルエチル）ジスルフィド、ビス（４－トリエト
キシシリルブチル）ジスルフィド、ビス（３－トリメトキシシリルプロピル）ジスルフィ
ド、ビス（２－トリメトキシシリルエチル）ジスルフィド、ビス（４－トリメトキシシリ
ルブチル）ジスルフィド、３－トリメトキシシリルプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルチオカル
バモイルテトラスルフィド、３－トリエトキシシリルプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルチオカ
ルバモイルテトラスルフィド、２－トリエトキシシリルエチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルチオカ
ルバモイルテトラスルフィド、２－トリメトキシシリルエチル－Ｎ，Ｎ－ジメチルチオカ
ルバモイルテトラスルフィド、３－トリメトキシシリルプロピルベンゾチアゾリルテトラ
スルフィド、３－トリエトキシシリルプロピルベンゾチアゾールテトラスルフィド、３－
トリエトキシシリルプロピルメタクリレートモノスルフィド、３－トリメトキシシリルプ
ロピルメタクリレートモノスルフィドなどのスルフィド系、３－メルカプトプロピルトリ
メトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリエトキシシラン、２－メルカプトエチルト
リメトキシシラン、２－メルカプトエチルトリエトキシシラン、３－オクタノイルチオ－
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１－プロピルトリエトキシシランなどのメルカプト系、ビニルトリエトキシシラン、ビニ
ルトリメトキシシランなどのビニル系、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－ア
ミノプロピルトリメトキシシラン、３－（２－アミノエチル）アミノプロピルトリエトキ
シシラン、３－（２－アミノエチル）アミノプロピルトリメトキシシランなどのアミノ系
、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリメトキ
シシラン、γ－グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン、γ－グリシドキシプロピ
ルメチルジメトキシシランなどのグリシドキシ系、３－ニトロプロピルトリメトキシシラ
ン、３－ニトロプロピルトリエトキシシランなどのニトロ系、３－クロロプロピルトリメ
トキシシラン、３－クロロプロピルトリエトキシシラン、２－クロロエチルトリメトキシ
シラン、２－クロロエチルトリエトキシシランなどのクロロ系などが挙げられる。商品名
としてはＳｉ６９、Ｓｉ７５、Ｓｉ３６３（ＥＶＯＮＩＫ－ＤＥＧＵＳＳＡ社製）やＮＸ
Ｔ、ＮＸＴ－ＬＶ、ＮＸＴＵＬＶ、ＮＸＴ－Ｚ（モメンティブ社製）などが挙げられる。
これらのシランカップリング剤は、１種を単独で用いても良く、２種以上組み合わせて用
いても良い。
【００３４】
　本発明のゴム組成物は、良好な補強効果が得られるとともに白色化を防止する効果を高
めることができるという理由から、カーボンブラックを含有することが好ましい。カーボ
ンブラックとしては、ＧＰＦ、ＦＥＦ、ＨＡＦ、ＩＳＡＦ、ＳＡＦなどが挙げられるが、
特に限定されるものではない。
【００３５】
　カーボンブラックのチッ素吸着比表面積（Ｎ2ＳＡ）は、８０～２８０ｍ2／ｇが好まし
く、１００～２５０ｍ2／ｇがより好ましい。Ｎ2ＳＡが８０ｍ2／ｇ未満の場合は充分な
ウェットグリップ性能が得られ難くなる傾向、耐摩耗性が低下する傾向がある。また、Ｎ

2ＳＡが２８０ｍ2／ｇを超える場合は、分散性に劣り、耐摩耗性が低下する傾向がある。
なお、カーボンブラックのＮ2ＳＡは、ＪＩＳ　Ｋ６２１７のＡ法によって求められる。
【００３６】
　カーボンブラックを含有する場合のゴム成分１００質量部に対する含有量は、ゴムの力
学強度を確保できるという理由から、１～１５０質量部が好ましく、３～１００質量部が
より好ましい。
【００３７】
　本発明のゴム組成物には、前記の材料以外にも、オイル、ステアリン酸、ワックス、レ
ジン、各種老化防止剤、硫黄などの加硫剤、加硫促進剤などのタイヤ工業において一般的
に用いられている各種材料を適宜含有することができる。
【００３８】
　本発明のゴム組成物の製造方法としては、公知の方法を用いることができ、例えば、前
記各成分をオープンロール、バンバリーミキサーなどのゴム混練装置を用いて混練し、そ
の後加硫する方法などにより製造できる。
【００３９】
　本発明のタイヤ部材は、前記ゴム組成物で構成されるタイヤ部材であり、耐摩耗性、加
工性および低燃費性をバランス良く優れるゴム組成物であることから、アンダートレッド
、キャップトレッドなどのタイヤ部材に用いることが好ましい。
【００４０】
　また、本発明のタイヤは、前記ゴム組成物を用いて通常の方法により製造される。すな
わち、ゴム組成物を未加硫の段階で各タイヤ部材の形状に合わせて押し出し加工し、タイ
ヤ成形機上にて通常の方法にて成形し、他のタイヤ部材とともに貼り合わせ、未加硫タイ
ヤを形成する。この未加硫タイヤを加硫機中で加熱加圧して、本発明のタイヤを得ること
ができる。
【００４１】
　本発明のタイヤは、耐摩耗性、加工性および低燃費性をバランス良く改善できることか
ら、乗用車用タイヤ、トラック・バス用タイヤ、二輪車用タイヤ、競技用タイヤ等として
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好適に用いられ、特に乗用車用タイヤとして好適に用いられる。
【実施例】
【００４２】
　実施例に基づいて、本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらのみに限定されるも
のではない。
【００４３】
　以下、実施例および比較例で使用した各種薬品をまとめて説明する。
ＳＢＲ：ＪＳＲ（株）製のＨＰＲ８５０（Ｓ－ＳＢＲ、スチレン含量２８質量％、ビニル
量５６質量％）
ＢＲ：ＪＳＲ（株）製のＢＲ７３０（シス含量：９５質量％、ムーニー粘度：５５、Ｍｗ
／Ｍｎ：２．４）
シリカ：ＥＶＯＮＩＫ－ＤＥＧＵＳＳＡ社製のウルトラジルＶＮ３（Ｎ2ＳＡ：１７５ｍ2

／ｇ）
カーボンブラック：三菱化学（株）製のダイアブラックＩ（ＩＳＡＦカーボン、平均粒子
径２３ｎｍ、Ｎ2ＳＡ：１１５ｍ2／ｇ）
シランカップリング剤：ＥＶＯＮＩＫ－ＤＥＧＵＳＳＡ社製のＳｉ６９（ビス（３－トリ
エトキシシリルプロピル）テトラスルフィド）
ステアリン酸：日油（株）製のステアリン酸「桐」
ヒドロキシステアリン酸：日東化成工業（株）製の１２－ヒドロキシステアリン酸
ヒドロキシステアリン酸アルミニウム：日東化成工業（株）製の１２－ヒドロキシステア
リン酸アルミニウム
ヒドロキシステアリン酸マグネシウム：日東化成工業（株）製の１２－ヒドロキシステア
リン酸マグネシウム
ヒドロキシステアリン酸亜鉛：日東化成工業（株）製の１２－ヒドロキシステアリン酸亜
鉛
酸化亜鉛：三井金属鉱業（株）製の酸化亜鉛２種
老化防止剤：大内新興化学工業（株）製のノクラック６Ｃ（Ｎ－（１，３－ジメチルブチ
ル）－Ｎ－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン）
硫黄：鶴見化学工業（株）製の粉末硫黄
加硫促進剤：大内新興化学工業（株）製のノクセラーＮＳ（Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル－２－
ベンゾチアゾリルスルフェンアミド）
【００４４】
　表１および表２の配合処方に従い、（株）神戸製鋼所製の１．７Ｌバンバリーミキサー
を用いて、硫黄および加硫促進剤以外の薬品を充填率が５８％になるように充填し、８０
ｒｐｍで１４０℃に到達するまで混練りして混練り物を得た。次に、オープンロールを用
いて、得られた混練り物に硫黄および加硫促進剤を添加して混練りし、未加硫ゴム組成物
を得た。得られた未加硫ゴム組成物を所定のサイズに成形し、１５０℃の条件下で２０分
間プレス加硫することにより加硫ゴム組成物とし、さらに、約２ｍｍ×１３０ｍｍ×１３
０ｍｍの加硫ゴムスラブシートを作製した。得られた未加硫ゴム組成物、加硫ゴムスラブ
シートについて下記の評価を行った。結果を表１および表２に示す。
【００４５】
＜加工性試験＞
　ＪＩＳ　Ｋ６３００－１に基づいて、未加硫ゴム組成物のムーニー粘度（ＭＬ1+4）を
１３０℃で測定し、比較例１の加工性指数を１００として、下記計算式により加工性を指
数表示した。指数が大きいほど、未加硫時の加工性が良好であることを示す。なお、加工
性指数は１０３以上を性能目標指数とし、１１０以上の場合は加工性において特に優れる
ことを示す。
　　（加工性指数）＝（比較例１のムーニー粘度）／（各配合のムーニー粘度）×１００
【００４６】
＜粘弾性試験＞



(8) JP 6249718 B2 2017.12.20

10

20

　（株）岩本製作所製の粘弾性スペクトロメーターＶＥＳを用いて、温度７０℃、初期歪
１０％、動歪２％および周波数１０Ｈｚの条件下で加硫ゴムスラブシートの損失正接（ｔ
ａｎδ）を測定した。比較例１の転がり抵抗指数を１００として、下記計算式により転が
り抵抗を指数表示した。指数が大きいほど、転がり抵抗が低減され、低燃費性が優れてい
ることを示す。なお、転がり抵抗指数は１０５以上を性能目標指数とし、１１０以上の場
合は低燃費性において特に優れることを示す。
　　（転がり抵抗指数）＝（比較例１のｔａｎδ）／（各配合のｔａｎδ）×１００
【００４７】
＜耐摩耗性試験＞
　ランボーン型摩耗試験機を用いて、室温、負荷荷重１．０ｋｇｆ、スリップ率３０％の
条件で加硫ゴム組成物の摩耗量を測定した。比較例１の耐摩耗性指数を１００として、下
記計算式により耐摩耗性を指数表示した。指数が大きいほど、耐摩耗性が優れていること
を示す。なお、耐摩耗性指数は１００以上を性能目標指数とし、１０２以上の場合は耐摩
耗性において特に優れることを示す。
　　（耐摩耗性指数）＝（比較例１の摩耗量）／（各配合の摩耗量）×１００
【００４８】
＜バランス評価＞
　前記の加工性試験、粘弾性試験および耐摩耗性試験によって得られた評価結果に基づい
て性能のバランスを評価した。評価結果は下記の基準に従い記号で示す。
◎：全評価結果が性能目標指数を満たす
○：２つの評価結果が性能目標指数を満たす
×：２つ以上の評価結果が性能目標指数を満たさない
【００４９】
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【表１】

【００５０】
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【表２】

【００５１】
　表１および表２に示す結果より、シス含量が９０質量％以上のブタジエンゴムを含有す
るゴム成分ならびにヒドロキシステアリン酸および／またはその誘導体を含有するゴム組
成物とすることで、耐摩耗性、加工性および低燃費性にバランス良く優れたゴム組成物が
得られることがわかる。
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